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両
短
期
大
学
で
は
、
今
年
秋
に
推
薦
入
学
試
験
を
行
っ
た
が
、 

一
般
選
抜
入
学
試
験
は
来
年
一
月
と
三
月
に
実
施
す
る
。

☆
東
京
短
期
大
学

　

一
般
Ａ
入
学
試
験
は
平

成
二
十
三
年
一
月
二
十
三
日

（
日
）
に
行
う
。
募
集
人
員

は
歯
科
技
工
学
科
約
十
名
、

歯
科
衛
生
学
科
約
二
十
五

名
。
学
力
試
験
は
英
語
、
数

学
、
国
語
の
う
ち
歯
科
技
工

学
科
は
一
科
目
、
歯
科
衛
生

学
科
は
二
科
目
を
選
択
し
て

受
験
し
、
面
接
試
験
も
受
験

す
る
。
試
験
会
場
は
千
代
田

区
富
士
見
の
生
命
歯
学
部
。

合
格
者
発
表
は
一
月
二
十
五
日

（
火
）
午
後
一
時
、
東
京
短
期

大
学
に
掲
示
し
、
短
大
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
で
も
発
表
す
る
。

　

三
月
十
二
日
（
土
）
に
実

施
す
る
一
般
Ｂ
入
学
試
験
は
、

両
学
科
と
も
募
集
人
員
は
若

干
名
、
小
論
文
と
面
接
試
験

を
行
う
。
試
験
会
場
は
生
命

歯
学
部
で
、
合
格
者
発
表
は

三
月
十
四
日
（
月
）
に
受
験

者
本
人
あ
て
に
速
達
郵
便
で

発
送
し
通
知
す
る
。
同
日
の

午
後
、
短
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
合
格
者
を
発
表
す
る
。

☆
新
潟
短
期
大
学

　

歯
科
衛
生
学
科
の
一
般
選
抜

試
験
（
Ａ
）
は
、
一
月
二
十
二
日

（
土
）
新
潟
短
期
大
学
で
実

施
す
る
。
募
集
人
員
は
約
二
十

名
。
学
力
試
験
は
英
語
、
国
語

表
現
法
、
数
学
の
う
ち
か
ら
二

科
目
を
選
択
し
、
面
接
試
験

を
受
験
す
る
。
合
格
者
は
一
月

二
十
五
日
（
火
）
に
新
潟
短
大

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、「
入

学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る
。

　

一
般
選
抜
入
学
試
験
（
Ｂ
）

は
三
月
三
日
（
木
）、
一
般
選

抜
入
学
試
験
（
Ｃ
）
は
、
三

月
二
十
六
日
（
土
）
に
実
施

す
る
。
募
集
人
員
は
と
も
に

若
干
名
で
、
高
等
学
校
調
査

書
、
小
論
文
、
面
接
試
験
に

よ
り
行
う
。
一
般
入
試
（
Ｂ
）

の
合
格
者
発
表
は
、
三
月
四
日

（
金
）、
一
般
入
試
（
Ｃ
）
の
合

　

本
学
新
潟
短
期
大
学
の
新

学
長
に
、
新
潟
生
命
歯
学
部

内
科
学
講
座
の
柴
崎
浩
一
教

授
が
、
九
月
一
日
付
で
就

任
し
た
。

任
期
は
二

年
。

　

柴
崎
学

長
は
、
昭

和
十
七
年

八
月
山
形

県
生
ま
れ

四
十
二
年
に
新
潟
大
学
医
学

部
を
卒
業
し
、
同
大
学
医
学

部
附
属
病
院
内
科
講
師
等
を

経
て
、
五
十
五
年
に
本
学
新

潟
歯
学
部
内
科
学
教
室
助
教

授
に
就
任
し
た
。
翌
五
十
五

年
か
ら
は
教
授
と
し
て
内
科

学
講
座
を
主
宰
し
、
附
属
医

科
病
院
副
院
長
、
医
科
病
院

長
等
を
歴
任
し
た
。

格
者
発
表
は
三
月
二
十
八
日

（
月
）、
午
前
十
時
に
新
潟
短

大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

合
格
者
に
は
「
入
学
手
続
要

項
」
を
発
送
す
る
。

�
メ
デ
ィ
ナ
博
士

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学

歯
学
部
長
に
就
任

　

日
本
歯
科
大
学
博
士
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
の
メ
デ
ィ

ナ
教
授
（Vicente�Osoro�

Medina�

Ⅲ

）
は
、こ
の
た
び
同

大
学
歯
学
部
長
に
就
任
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ナ
歯
学
部
長
は

一
九
六
三
年
生
、
一
九
八
六

年
（
昭
和
六
十
一
年
）
フ
ィ

リ
ピ
ン
大
学
歯
学
部
卒
業
。

同
大
学
で
助
手
を
務
め
た
の

ち
、
平
成
十
一
年
か
ら
本
学

大
学
院
新
潟
歯
学
研
究
科

に
国
費
留
学
し
、
硬
組
織
機

能
治
療
学
を
専
攻
し
て
平
成

十
四
年
に
博
士
（
歯
学
）
の

学
位
を
授
与
さ
れ
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
は
同
国

最
初
の
大
学
で
、
本
学
は

一
九
九
二
年
に
姉
妹
校
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。

　

生
命
歯
学
部
内
科
学
講
座

の
河
村
博
教
授
は
、
本
年
九

月
末
で
定
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
、
最
終
記
念
講
義

が
九
月
六
日
午
後
五
時
半
よ

り
、
生
命
歯
学
部
九
段
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

循
環
器
内
科
学
を
専
門

と
す
る
河
村
教
授
の
演
題
は

「『
血
圧
』～
研
究
と
邂
逅
～
」

で
、
中
原
泉
学
長
、
住
友
雅

人
歯
学
部
長
は
じ
め
多
く
の

教
職
員
、
大
学
院
生
、
学
生

が
聴
講
し
た
。

　

河
村
教
授
は
昭
和
四
十
一

年
三
月
日
本
大
学
医
学
部
卒

業
。
同
大
学
よ
り
医
学
博
士

号
を
受
領
し
、
医
学
部
講
師

新
潟
・
先
端
研

医
真
菌
学
会
優
秀
賞

　

新
潟
生
命
歯
学
部
先
端
研

究
セ
ン
タ
ー
の
仲
村
健
二
郎

准
教
授
ら
の
研
究
発
表
が
、

十
月
十
六
・
十
七
日
に
東
京
・

大
手
町
サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
た
第
五
十
四
回
日

本
医
真
菌
学
会
総
会
で
優
秀

演
題
賞
を
受
賞
し
た
。

　

受
賞
演
題
は
、
「
ラ
ク
ト

フ
ェ
リ
ン
の
ラ
ッ
ト
・
カ
ン

ジ
ダ
性
骨
関
節
炎
に
対
す
る

予
防
抑
制
効
果
」。

�東
京
・
発
生
再
生
医
科
学

最
優
秀
賞
ダ
ブ
ル
受
賞

　

生
命
歯
学
部
発
生
・

再
生
医
科
学
の
中
原

貴
教
授
は
、
十
月
十
六

～
十
八
日
に
幕
張
メ
ッ

セ
で
開
催
さ
れ
た
第

五
十
五
回
日
本
口
腔
外

科
学
会
総
会
・
学
術
大

倉
治
先
生（
68
回
）日
歯
会
総
会
初
の
女
性
議
長

　

本
学
第
六
十
八
回
卒
の
倉

治
な
な
え
先
生
（
東
京
・
大

田
区
）
は
、
九
月
十
日
に
開

催
さ
れ
た
社
団
法
人
日
本
歯

科
医
師
会
第
一
二
一
回
通
常

総
会
で
、
女
性
と
し
て
初
め

て
議
長
を
務
め
た
。

　

同
総
会
は
第
一
六
六
回
代

議
員
会
の
終
了
後
開
催
さ
れ

た
が
、
通
常
総
会
の
議
長
に

女
性
が
選
出
さ
れ
た
の
は
、

日
本
歯
科
医
師
会
の
長
い
歴

史
の
中
で
初
め
て
。

　

倉
治
先
生
は
、
第
一
一
九

回
総
会
で
も
女
性
初
の
副
議

長
を
務
め
た
。

日　時：平成22年11月20日（土）　14：00～

場　所：サザンプラザ海邦（沖縄県那覇市旭町７番地）

メインテーマ「最新の顎・咬合および治療を考える」

�１．“咬合の７要素”をおさえる

－顎機能と調和した咬合構成を的確に行うために－

新潟生命歯学部歯科補綴学第１講座� 小出　馨�教授

�２．咬合・咀嚼のデジタル機能検査法
生命歯学部歯科補綴学第１講座� 志賀　博�教授

�３．補綴領域における

　　　　グラスファイバー補強コンポジットレジン修復
生命歯学部歯科補綴学第２講座� 五味�治徳�准教授

新
潟
短
大
学
長
に
柴
崎
教
授
（
新
潟
・
内
科
学
）

河
村 

博 

教
授（
東　

京

内
科
学

）
最
終
講
義

花束をうける河村教授

修了証を手渡し、説明する中原学長

●第23回交換学生の記事は本紙２面に掲載●
「その半年後の７月26日、ＵＢＣの一行６名が東京に到着し…」

会
に
お
い
て
、
最
優
秀
口
演

発
表
賞
（
李
春
根
賞
）
を
受

賞
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
川
上
未
有
希

大
学
院
生
は
最
優
秀
ポ
ス

タ
ー
発
表
賞
を
受
賞
し
、同
講

座
は
ダ
ブ
ル
受
賞
と
な
っ
た
。

　

受
賞
演
題
は
次
の
通
り
。

　

中
原
貴
ほ
か
「
再
生
歯
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
の
実
現
に
向
け

た
歯
根
・
歯
周
組
織
ユ
ニ
ッ
ト

の
イ
ン
ビ
ト
ロ
形
成
と
移
植

評
価
」

　

川
上
未
有
希
ほ
か
「
耳
下

腺
腫
瘍
細
胞
株
と
同
時
に
樹

立
し
え
た
Ｂ―

リ
ン
パ
球
株

の
有
用
性
に
関
す
る
検
討
」

辞　
　

令

歯
学
博
士�

下
岡　

正
八

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
す

る医
学
博
士�

柴
崎　

浩
一

新
潟
短
期
大
学
の
学
長
に
任

命
す
る

新
潟
生
命
歯
学
部
内
科
学
講

座
教
授
併
任
を
命
ず
る

平
成
二
十
二
年
九
月
一
日

�

本
学

�【
歯
鏡
】
▼
テ
レ
ビ
朝
日
の

中
村
梅
雀
主
演
の
ド
ラ
マ
の

一
シ
ー
ン
に
、
生
命
歯
学
部

の
図
書
館
が
撮
影
さ
れ
た
。

八
月
二
十
一
日
、
土
曜
ワ
イ

ド
劇
場
「
弁
護
士
森
江
春
策

の
事
件
簿
」
で
放
映
。

▼
一
月
三
十
一
日
放
映
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
無
縁
社

会
」
が
、
第
五
十
八
回
菊
池

寛
賞
を
受
賞
し
た
。
新
潟
生

命
歯
学
部
の
解
剖
学
実
習
室

等
が
撮
影
さ
れ
、
影
山
幾
男

教
授
（
解
剖
学
）
が
案
内
役

と
し
て
出
演
し
た
。

▲�

福
田
仁
一
学
会
理
事
長
と

中
原
貴
教
授
（
左
）

等
を
経
て
、
平
成
六
年
四
月

本
学
歯
学
部
内
科
学
講
座
教

授
に
就
任
し
、
附
属
病
院
副

院
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。



日 本 歯 科 大 学 新 聞2010年（平成２２年）１０月３０日 （２）第５９３号

姉妹校交換学生姉妹校交換学生第23回

新潟の学長室を訪問、中原学長と記念撮影

クリスマスの余韻が残る成田空港から出発

EnLinx本社、中央はＣＥＯのTobin氏

そろいの浴衣で新潟祭り・民謡流しへ

ウェルカム・パーティー、小倉新潟生命歯学部長を囲んで勢ぞろい

シアトルではワシントン大学（ＵＷ）を訪問

お台場で夜景とシー・フードを満喫

住友生命歯学部長、ごちそうさまでした

とにかく寒かったノース・バンクーバー

美男におわすイケメン大仏？　鎌倉でパチリ

　

日
本
歯
科
大
学
の
姉
妹
校

交
換
学
生
制
度
は
、
春
に
本

学
両
学
部
の
学
生
が
姉
妹
校

カ
ナ
ダ
・
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
（
Ｕ
Ｂ
Ｃ
）

と
ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン

大
学
（
Ｕ
Ｗ
）
を
訪
問
し
、

夏
に
Ｕ
Ｂ
Ｃ
か
ら
の
訪
問
を

受
け
入
れ
、
相
互
に
研
修
と

親
睦
を
図
る
本
学
独
自
の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
国
際

交
流
の
啓
発
を
目
的
と
し
て

一
九
八
六
年
（
昭
和
六
十
一

年
）
に
始
ま
り
、
今
年
で

二
十
三
回
め
を
迎
え
た
。

同
行
教
員
を
含
め
た
本
学
か

ら
の
派
遣
は
一
五
六
名
、
受

入
れ
は
一
七
一
名
と
な
っ
た
。

派
遣
と
受
入
れ
は
、
総
計

三
二
七
名
を
数
え
る
。

　

今
年
は
、
二
月
に
開
催
さ

れ
た
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
影
響
で
、
派
遣
時

期
を
急
遽
十
二
月
末
か
ら
一

月
の
期
間
に
前
倒
し
、
ク
リ

ス
マ
ス
を
ア
メ
リ
カ
で
、
年

末
年
始
を
カ
ナ
ダ
で
過
ご
す

と
い
う
交
換
学
生
史
上
初
め

て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
た
。

　

本
学
の
一
行
七
名
は
、

十
二
月
二
十
五
日
に
成
田
空

港
を
出
発
し
、
同
日
の
早
朝

に
シ
ア
ト
ル
・
タ
コ
マ
空
港

に
到
着
。
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
、
暫
し
の
休
息
の

後
、
シ
ア
ト
ル
の
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
に
繰
り
出
し
た
。
日
本

の
人
ご
み
溢
れ
る
ク
リ
ス
マ

ス
と
は
違
い
ほ
と
ん
ど
の
店

が
休
み
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
飾
ら

れ
静
寂
に
包
ま
れ
た
街
並
を

楽
し
ん
だ
。
翌
二
十
六
日
の

午
前
中
は
シ
ア
ト
ル
市
内
に

あ
る
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
企

業EnLinx�Partners,�LLC

社
を
訪
問
、
午
後
は
Ｕ
Ｗ
等

の
市
内
観
光
を
行
い
、
ア
メ

リ
カ
で
の
ホ
リ
デ
ー
ウ
ィ
ー

ク
を
満
喫
し
た
。

　

二
十
七
日
に
一
行
は
、
空

路
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ
移
動
。

二
十
五
日
に
デ
ト
ロ
イ
ト
で

発
生
し
た
テ
ロ
未
遂
事
件
の

影
響
を
受
け
、
空
港
で
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
が
強
化
さ
れ
、

手
荷
物
検
査
、
カ
ナ
ダ
入
国

審
査
等
緊
張
感
極
ま
る
場
面

に
遭
遇
し
た
。
そ
の
影
響
に

よ
り
バ
ン
ク
ー
バ
ー
到
着
も

延
着
と
な
っ
た
が
、
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
担
当
のRavindra�

Shah
教
授
は
じ
め
多
く
の
学

生
達
の
温
か
い
出
迎
え
を
受

け
、
そ
の
晩
は
歓
迎
会
と
な

り
、
カ
ナ
ダ
で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
生
活
が
始
ま
っ
た
。

　

日
程
の
前
半
は
、
市
内
や

ビ
ク
ト
リ
ア
観
光
、
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
と
な
っ

た
ウ
ィ
ス
ラ
ー
で
ス
キ
ー
な

ど
を
楽
し
ん
だ
。
日
々
寝
食

を
共
に
し
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
や
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
等
の
交
流
を
通
し

て
、
お
互
い
の
信
頼
関
係
が

固
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
く
様

子
が
う
か
が
え
た
。
日
程
の

後
半
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
で
の
研
修

と
な
っ
た
。
病
院
で
の
臨
床

実
習
、
理
工
学
や
保
存
学
の

講
義
へ
の
出
席
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
等
に
参
加
し
、
初
め

て
触
れ
る
外
国
の
歯
科
医
療

に
つ
い
て
新
鮮
か
つ
刺
激
的

な
生
活
を
満
喫
し
た
。

　

研
修
の
合
間
に
は
、
Ｕ
Ｂ

Ｃ
留
学
中
の
日
本
人
歯
科
医

師
と
の
昼
食
会
が
開
催
さ

れ
、
研
修
の
最
終
日
に
は
、

Schuler

歯
学
部
長
主
催
の

パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
修

了
証
が
手
渡
さ
れ
た
。
二
週

間
の
滞
在
期
間
に
数
々
の
思

い
出
や
貴
重
な
体
験
、
そ
し

て
な
に
よ
り
も
生
涯
の
友
と

し
て
の
財
産
を
手
に
一
月
七

日
に
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

　

そ
の
半

年

後
の
七
月

二
十
六
日
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
一
行
六

名
が
東
京
に
到
着
し
、
八
月
一

日
ま
で
滞
在
し
た
。
附
属
病

院
で
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を

は
じ
め
、
附
属
病
院
や
学
部

施
設
の
見
学
の
ほ
か
、
学
生

有
志
に
よ
る
築
地
ツ
ア
ー
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
や
江
ノ
島
・

鎌
倉
観
光
に
出
か
け
た
。

　

つ
い
で
八
月
二
日
に
新
潟

に
移
動
し
、
新
潟
病
院
や
医

科
病
院
、
医
の
博
物
館
な
ど

の
施
設
見
学
や
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
、
新
潟
の
夏
祭
り
、
海
水

浴
、
弥
彦
山
観
光
な
ど
に
参

加
し
、
日
本
文
化
の
造
詣
を

深
め
る
機
会
を
得
て
、
八
月
九

日
、
名
残
惜
し
さ
を
残
し
つ
つ

カ
ナ
ダ
へ
の
帰
途
に
つ
い
た
。

�

《
交
換
学
生
に
同
行
し
て
》

　

今
回
、
滞
在
中
に
ア
メ
リ

カ
で
テ
ロ
未
遂
事
件
の
発
生

が
あ
っ
た
が
、
大
き
な
問
題

も
な
く
、
全
員
が
元
気
に
帰

国
で
き
た
事
に
安
堵
し
て
い

る
。
参
加
し
た
学
生
に
と
っ

て
は
、
人
生
で
か
け
が
え
の

な
い
貴
重
な
財
産
が
得
ら
れ

た
も
の
と
感
じ
て
い
る
。
最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴
重

な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
同
行
教
員
・
菊
池
憲
一
郎
）

交
換
学
生

　

二
〇
一
〇
年
度
姉
妹
校
交

換
学
生
は
次
の
通
り
。

（
日
本
歯
科
大
学
）

生
命
歯
学
部　

田
宮　

旬
子

�

中
島
慎
太
郎

�

那
須　

真
奈

新
潟
生
命
歯
学
部

�

小
出　

晴
子

�

西
野　

鳩
子

�

山
口　

光
祐

（
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
）

Ms.Angela�Tzu-Ching�Chiu
Ms.Vivian�Chow
Ms.Sanaz�Najian
Mr.Alex�Chen
Mr.Dustin�George
Dr.Marwan�Hameed

（
同
行
教
員
）

菊
池
憲
一
郎
（
生
命
歯
学
部

解
剖
学
第
二
講
座
准
教
授
）

派
遣
と

受
入
れ

総
計
三
二
七
名
に

患者ロボット・シムロイドも体験しました


